
大規模氾濫減災対策協議会など

堤防上にて堤防高、堤防断面等、重要水防の評価種別を確認。自治体から
過去の浸水被害の情報提供を頂き、出水時の連携について確認しています

＜重要水防箇所の合同巡視実施状況＞

＜重要水防箇所の周知＞

各自治体へ調書や図面
を配布。また、ホーム
ページにも公開し、一般
市民へ周知
（例、石狩川水系漁川）

■大規模な氾濫の発生に備え、減災のための目標を共有し、ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進するた
めに、国、北海道、市町村等からなる減災対策協議会を設置し「水防災意識社会」の再構築に取り組んでいます。

取組概要

①重要水防箇所の周知
・一級河川について、洪水等に際して水防状特に注意を要
する箇所（重要水防箇所）を水防管理団体へ周知

②合同の河川巡視
・重要水防箇所等、水防管理団体が洪水時等に迅速、か
つ、的確な水防活動を行うよう出水期前や洪水経過後に
おいて水防管理者、水防団等と合同で河川の巡視を実施

③水防訓練
・水防管理団体等が実施する水防訓練に河川管理者も積
極的に参加し、必要に応じ水防工法等について指導、助
言

④水防情報、水防警報、洪水予報の連絡
⑤水防資材の整備状況
⑥指定水防管理団体の協議、水防計画
⑦その他

減災対策協議会設置状況

平成29年6月から、国、道、市町村や気象台などの関
係機関で構成する「減災対策協議会」を振興局など地
域ごとに設置し、全道25の地域で協議会を開催してい
ます。


